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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年4月27日(2016.4.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サンプル中の複製性ｓＴＴＶの存在の検出方法であって、該方法が、
　ａ）配列番号４に記載されているオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａに結合する連続的な
少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するフォワードプライマーまたは配列番号
５に記載されているオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂに結合する連続的な少なくとも１４
ヌクレオチドの区間の長さを有するフォワードプライマーと、配列番号６に記載されてい
るオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－１、配列番号７に記載されているオリゴヌクレオチドＲ
ＲＮＡ－２または配列番号８に記載されているオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－３に結合す
る連続的な少なくとも１４個の５’末端ヌクレオチドの区間の長さを有する少なくとも１
つのリバースプライマーとを含むプライマーセットを使用して該サンプルの逆転写ポリメ
ラーゼ連鎖反応（ＲＴ－ＰＣＲ）を行い、
　ｂ）工程（ａ）のＲＴ－ＰＣＲ増幅結果を検査する工程を含むことを特徴とする、方法
。
【請求項２】
　該フォワードプライマーが、配列番号４に記載されているオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ
－ａに結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有することを特徴と
する、請求項１記載の複製性ｓＴＴＶの存在の検出方法。
【請求項３】
　該方法が、配列番号５に記載されているオリゴヌクレオチドに結合する連続的な少なく
とも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するプローブを使用して工程（ａ）のＰＣＲ増幅
結果を検査する工程を更に含むことを特徴とする、請求項２記載の複製性ｓＴＴＶの存在
の検出方法。
【請求項４】
　サンプル中の複製性ｓＴＴＶの存在の検出方法であって、該方法が、
　ａ）配列番号１に記載されているオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶに結合する連続
的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するフォワードプライマーと、配列番
号３に記載されているオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ２に結合する連続的な少
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なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するリバースプライマーとを含むプライマー
セットを使用して該サンプルのポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）を行い、
　ｂ）配列番号４に記載されているオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａに結合する連続的な
少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するフォワードプライマーと、配列番号６
に記載されているオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－１、配列番号７に記載されているオリゴ
ヌクレオチドＲＲＮＡ－２または配列番号８に記載されているオリゴヌクレオチドＲＲＮ
Ａ－３に結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有する少なくとも
１つのリバースプライマーとを含むプライマーセットを使用して該サンプルの逆転写ポリ
メラーゼ連鎖反応（ＲＴ－ＰＣＲ）を行い、
　ｃ）工程ａ）およびｂ）の（ＲＴ）－ＰＣＲ増幅結果を検査する同時工程を含むことを
特徴とする、方法。
【請求項５】
　サンプル中の複製性ｓＴＴＶの存在の検出方法であって、該方法が、
　ａ）配列番号１に記載されているオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶに結合する連続
的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するフォワードプライマーと、配列番
号２に記載されているオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１に結合する連続的な少
なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するリバースプライマーとを含むプライマー
セットを使用して該サンプルのポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）を行い、
　ｂ）配列番号５に記載されているオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂに結合する連続的な
少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するフォワードプライマーと、配列番号６
に記載されているオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－１、配列番号７に記載されているオリゴ
ヌクレオチドＲＲＮＡ－２または配列番号８に記載されているオリゴヌクレオチドＲＲＮ
Ａ－３に結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有する少なくとも
１つのリバースプライマーとを含むプライマーセットを使用して該サンプルの逆転写ポリ
メラーゼ連鎖反応（ＲＴ－ＰＣＲ）を行い、
　ｃ）工程ａ）およびｂ）の（ＲＴ）－ＰＣＲ増幅結果を検査する同時工程を含むことを
特徴とする、方法。
【請求項６】
　該方法のＰＣＲおよび／またはＲＴ－ＰＣＲ反応を行う工程が、少なくとも１つの追加
的な非ＴＴＶ関連プライマーセットおよび少なくとも１つの追加的な非ＴＴＶ関連鋳型を
更に含むことを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　該方法が工程ａ）の前にＲＮＡおよび／またはＤＮＡ精製工程を含むことを特徴とする
、請求項１～６のいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　配列番号４に記載されているオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａに結合する連続的な少な
くとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するフォワードプライマーまたは配列番号５に
記載されているオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂに結合する連続的な少なくとも１４ヌク
レオチドの区間の長さを有するフォワードプライマーと、配列番号６に記載されているオ
リゴヌクレオチドＲＲＮＡ－１、配列番号７に記載されているオリゴヌクレオチドＲＲＮ
Ａ－２または配列番号８に記載されているオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－３に結合する連
続的な少なくとも１４個の５’末端ヌクレオチドの区間の長さを有する少なくとも１つの
リバースプライマーとを含むプライマーセット。
【請求項９】
　少なくとも請求項８記載のプライマーセットを含むことを特徴とする、複製性ｓＴＴＶ
の存在の検出のための診断試験キット。
【請求項１０】
　サンプル中のｓＴＴＶ　ｓｓＤＮＡおよびｓＴＴＶウイルス複製の存在の同時検出のた
めの診断試験キットであって、該キットが、配列番号１に記載されているオリゴヌクレオ
チドＦＤＮＡ－ＴＴＶに結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有
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するフォワードプライマーと、配列番号３に記載されているオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ
－ＴＴＶ－ｒ２に結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するリ
バースプライマーとを含むプライマーセット、および配列番号４に記載されているオリゴ
ヌクレオチドＦＲＮＡ－ａに結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さ
を有するフォワードプライマーと、配列番号６、配列番号７または配列番号８に記載され
ているオリゴヌクレオチドＲＲＮＡに結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区
間の長さを有する少なくとも１つのリバースプライマーとを含むプライマーセットを含む
ことを特徴とする、診断試験キット。
【請求項１１】
　サンプル中のｓＴＴＶ　ｓｓＤＮＡおよびｓＴＴＶウイルス複製の存在の同時検出のた
めの診断試験キットであって、該キットが、配列番号１に記載されているオリゴヌクレオ
チドＦＤＮＡ－ＴＴＶに結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有
するフォワードプライマーと、配列番号２に記載されているオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ
－ＴＴＶ－ｒ１に結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さを有するリ
バースプライマーとを含むプライマーセット、および配列番号５に記載されているオリゴ
ヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂに結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間の長さ
を有するフォワードプライマーと、配列番号６、配列番号７または配列番号８に記載され
ているオリゴヌクレオチドＲＲＮＡに結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区
間の長さを有する少なくとも１つのリバースプライマーとを含むプライマーセットを含む
ことを特徴とする、診断試験キット。
【請求項１２】
　該試験キットが少なくとも１つの追加的な非ＴＴＶ関連プライマーセットおよび少なく
とも１つの追加的な非ＴＴＶ関連鋳型を含むことを特徴とする、請求項９～１１のいずれ
か１項記載の診断試験キット。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　本発明の方法においては、以下の方法工程を行うことにより、サンプル内のＴＴＶの検
出が行われうる：
ａ）配列番号１に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続
的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号２
に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１の連続的な少な
くとも１４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライマーまたは配列番号３に示され
ている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ２の連続的な少なくとも１
４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライマーとを含むプライマーセットを使用し
て、該サンプルのポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）を行い、
ｂ）工程（ａ）のＰＣＲ増幅結果を検査する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　ミスマッチを有するプライマーの使用は通常、それほどストリンジェントではないハイ
ブリダイゼーション条件の使用を必要とする、と認識されるべきである。そしてこれは時
には、より低い特異性を招きうる。ＴＴＶゲノムの小さいサイズを考慮すると、これは必
ずしも問題となるわけではない。ミスマッチを有するプライマーが非特異的ＴＴＶ配列に
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結合する確率は非常に小さい。それでも、配列番号１、２または３に示されている配列を
有するオリゴヌクレオチドの連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に対して１００
％の相補性マッチを含むプライマーが好ましいことは明らかである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　「配列番号に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドの連続的な少なくとも１４
ヌクレオチドの区間に結合するプライマー」なる語は、該プライマーが、少なくとも、そ
の配列番号に記載されているオリゴヌクレオチドに結合する連続的な少なくとも１４ヌク
レオチドの区間の長さを有するべきであることを意味する。単なる例示に過ぎないが、Ｆ
ＤＮＡ－ＴＴＶは、配列番号１に示されている配列ｃｇａａｔｇｇｃｔｇａｇｔｔｔａｔ
ｇｃｃｇｃを有していたであろう。したがって、「配列番号１に示されている配列を有す
るオリゴヌクレオチドの連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するプライマ
ー」は、少なくとも、ヌクレオチドｃｇａａｔｇｇｃｔｇａｇｔｔｔａｔｇｃｃｇｃから
の、その順序の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間からなるべきである。しかし
、それは、例えば、ヌクレオチドｃｇａａｔｇｇｃｔｇａｇｔｔｔａｔｇｃｃｇｃを含む
、そして５’末端および／または３’末端に１以上の追加的なヌクレオチドを有する、よ
り長いプライマーであることが可能であろう。プローブにも同じことが言える（しかし、
プローブは、クエンチャー分子が蛍光体をもはや消光しないような長さを有するべきでは
ないことは明らかである；後記を参照されたい）。配列番号２に示されているオリゴヌク
レオチドは１７核酸の長さを有するが、この場合もまた、本発明のプライマーまたはプロ
ーブのオリゴヌクレオチドは、配列番号２に示されている配列を有するオリゴヌクレオチ
ドに結合する連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの最小長を有するべきである。５’末
端および／または３’末端に追加的なヌクレオチドを有するプライマー（またはプローブ
）が選択される場合、そのようなヌクレオチドは、該プライマーが結合する相補鎖の３’
および／または５’フランキング領域に相補的であっても相補的でなくてもよい。幾つか
の場合には、種々のＲＴ－ＰＣＲサイクルの温度は、プライマーの増加した長さに、そし
て追加的ヌクレオチドの１以上が相補的であることに適合化されるべきである。そしてこ
の場合も、当業者は、プライマーおよびプローブの配列に基づいて、例えば前記の又は本
明細書に記載されているＰＣＲのテキスト（前記を参照されたい）における式を用いてＰ
ＣＲサイクルの種々の工程のための最適な温度条件を決定しうるであろう。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　配列番号１～８に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドの連続的な１５、１６
、１７、１８、１９または更には２０以上（配列番号２に関しては最大で１７）のヌクレ
オチドの区間に結合するプライマーが、後の順序のものほど好ましい。なぜなら、それら
はｓＴＴＶ配列に、より一層選択的にアニールするからである。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
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　配列番号２および５に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドの連続的な１５、
１６、１７、１８、１９または更には２０以上（配列番号２に関しては最大で１７）のヌ
クレオチドの区間に結合するプローブは後の順序のものほど好ましい。なぜなら、それら
もｓＴＴＶ配列に、より一層選択的にアニールするからである。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　したがって、本発明の第１の実施形態は、サンプル中のブタトルクテノウイルス（ｓＴ
ＴＶ）の存在の検出方法に関するものであり、該方法は、ａ）配列番号１に示されている
配列を有するオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続的な少なくとも１４ヌクレオチ
ドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号２に示されている配列を有するオ
リゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間
に結合するリバースプライマーまたは配列番号３に示されている配列を有するオリゴヌク
レオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ２の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合す
るリバースプライマーとを含むプライマーセットを使用して該サンプルのポリメラーゼ連
鎖反応（ＰＣＲ）を行い、ｂ）工程（ａ）のＰＣＲ増幅結果を検査する工程を含むことを
特徴とする。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　ＰＣＲ産物の存在を検出するための、より効率的かつ選択的な方法は、プローブに基づ
くリアルタイムＰＣＲである。この方法は基本的には前記ＰＣＲ法に基づいているが、そ
れは、前記ＰＣＲ反応の選択性を超えるレベルの選択性を有する。それは、本発明の、配
列番号１に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続的な少
なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号３に示さ
れている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ２の連続的な少なくとも
１４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライマーとを含むプライマーセット、およ
び配列番号２に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１の
連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するプローブの使用に基づいている。
オリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区
間に結合するプローブは、そのようなプローブが、それに結合している蛍光体およびクエ
ンチャー分子を有するオリゴヌクレオチドである点で、オリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－Ｔ
ＴＶ－ｒ１の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するプライマーとは異な
る。使用される蛍光体もしくはクエンチャー、またはプローブ／クエンチャーの組合せの
根拠となる作用メカニズムに関しては、そのようなプローブの幾つかの形態が存在する。
単なる一例ではあるが、そのようなプローブはＴａｑＭａｎ（タックマン）プローブ、Ｓ
ｃｏｒｐｉｏｎｓ（スコルピオンズ）プローブおよびＭｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｅａｃｏｎ
ｓ（モレキュラービーコンズ）プローブ（後記を参照されたい）として商業的に入手可能
である。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００４５】
　実際、本明細書に記載されているＴａｑｍａｎプローブであるプローブＴＴＶ－ｒ１は
、配列番号２に記載されているＤＮＡ配列に結合するオリゴヌクレオチドであるが、蛍光
体およびクエンチャーがそれに結合している。しかし、説明されているとおり（前記を参
照されたい）、該プローブはまた、配列番号２に示されている配列を有するオリゴヌクレ
オチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合する
、より短い又はより長いオリゴヌクレオチドでありうる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　したがって、この実施形態のもう１つの好ましい形態は、サンプル中のブタトルクテノ
ウイルス（ｓＴＴＶ）の存在の検出方法に関するものであり、該方法は、
ａ）配列番号１に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続
的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号３
に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ２の連続的な少な
くとも１４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライマーとを含むプライマーセット
を使用して該サンプルのポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）を行い、
ｂ）配列番号２に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１
の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するプローブを使用して工程（ａ）
のＰＣＲ増幅結果を検査する工程を含むことを特徴とする。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　前記のとおり、適当なフォワードプライマーはＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１およびＲＤＮＡ
－ＴＴＶ－ｒ２に相補的なプライマーである。本発明のそのようなフォワードプライマー
は、配列番号４に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａの連続的な
少なくとも１４ヌクレオチドの区間、または配列番号５に示されている配列を有するオリ
ゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂの連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合する。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　リバースプライマーとしては、ｍＲＮＡのポリＡテールに結合するプライマーが使用さ
れる。したがって、そのようなプライマーはポリＴ区間を含むであろう。そのようなプラ
イマーは、好ましくは、少なくとも１４個の連続的なＴからなる。ポリＡテールのずれか
の部分へのそのようなプライマーのランダムな結合を避けるために、リバースプライマー
は、好ましくは、ポリＴ区間の３’末端にヌクレオチドＧ、ヌクレオチドＣまたはヌクレ
オチドＡを含有する。これはポリＡテールの５’末端への該プライマーの特異的結合を可
能にするであろう。ポリＡテールの前の最後のヌクレオチドの特性が該ウイルスの配列か
ら判明している場合には、該ポリＴ区間の３’末端のヌクレオチドはその最後のヌクレオ
チドに相補的なものとされうる。該特性が不明である場合には、該ポリＴ区間の３’末端
にＧ、ＣまたはＡのいずれかをそれぞれが有する３個のポリＴプライマーの混合物が首尾
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よく使用されうる。したがって、本発明のリバースプライマーは少なくとも、配列番号６
に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－１、配列番号７に示されてい
る配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－２または配列番号８に示されている配列を
有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－３の最も５’末端側のヌクレオチドに結合する連続
的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間を含む。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　単なる一例に過ぎないが、配列番号６に示されている配列を有するオリゴヌクレオチド
ＲＲＮＡ－１の少なくとも１４個の連続的な５’末端ヌクレオチドの区間に結合する本発
明のリバースプライマーは、例えば、ヌクレオチド配列ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ
Ａ、ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＡまたはＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ
ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＡを有しうるであろう。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　したがって、本発明のもう１つの実施形態は、サンプル中の複製性ｓＴＴＶの存在の検
出方法に関するものであり、該方法は、
ａ）配列番号４に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａの連続的な
少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーまたは配列番号５に
示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂの連続的な少なくとも１４ヌ
クレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号６に示されている配列を
有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－１、配列番号７に示されている配列を有するオリゴ
ヌクレオチドＲＲＮＡ－２または配列番号８に示されている配列を有するオリゴヌクレオ
チドＲＲＮＡ－３の少なくとも１４個の連続的な５’末端ヌクレオチドの区間に結合する
少なくとも１つのリバースプライマーとを含むプライマーセットを使用して該サンプルの
逆転写ポリメラーゼ連鎖反応（ＲＴ－ＰＣＲ）を行い、
ｂ）工程（ａ）のＲＴ－ＰＣＲ増幅結果を検査する工程を含むことを特徴とする。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　フォワードプライマーとしては、好ましくは、オリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａの連続
的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するプライマーが使用される。これは、リ
アルタイムＲＴ－ＰＣＲ反応におけるＲＴ－ＰＣＲ産物の検出のための、オリゴヌクレオ
チドＦＲＮＡ－ｂの連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するプローブの使
用を可能にするであろう。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００６３】
　したがって、この実施形態の好ましい形態は、該フォワードプライマーが、配列番号４
に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａの連続的な少なくとも１４
ヌクレオチドの区間に結合することを特徴とする、本発明による複製性ｓＴＴＶの存在の
検出方法に関する。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　配列番号５に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂの連続的な少
なくとも１４ヌクレオチドの区間に基本的には結合するプローブはクエンチャー分子およ
び蛍光体を含む。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　したがって、この実施形態のより好ましい形態は、該方法が、配列番号５に示されてい
る配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂの連続的な少なくとも１４ヌクレオチド
の区間に結合するプローブを使用して工程（ａ）のＰＣＲ増幅結果を検査する工程を更に
含むことを特徴とする、本発明による複製性ｓＴＴＶの存在の検出方法に関する。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６７】
　したがって、本発明のもう１つの実施形態は、サンプル中の複製性ｓＴＴＶの存在の検
出方法に関するものであり、該方法は、
ａ）配列番号１に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続
的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号３
に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ２の連続的な少な
くとも１４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライマーとを含むプライマーセット
を使用して該サンプルのポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）を行い、
ｂ）配列番号４に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａの連続的な
少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号６、配
列番号７または配列番号８に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－１
、２または３の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合する少なくとも１つの
リバースプライマーとを含むプライマーセットを使用して該サンプルの逆転写ポリメラー
ゼ連鎖反応（ＲＴ－ＰＣＲ）を行い、
ｃ）工程ａ）およびｂ）のＰＣＲ増幅結果を検査する同時工程を含むことを特徴とする。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
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　そしてまた、本発明のもう１つの実施形態は、サンプル中の複製性ｓＴＴＶの存在の検
出方法に関するものであり、該方法は、
ａ）配列番号１に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続
的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号２
に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１の連続的な少な
くとも１４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライマーとを含むプライマーセット
を使用して該サンプルのポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）を行い、
ｂ）配列番号５に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂの連続的な
少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号６、配
列番号７または配列番号８に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡの連
続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合する少なくとも１つのリバースプライマ
ーとを含むプライマーセットを使用して該サンプルの逆転写ポリメラーゼ連鎖反応（ＲＴ
－ＰＣＲ）を行い、
ｃ）工程ａ）およびｂ）の（ＲＴ）－ＰＣＲ増幅結果を検査する同時工程を含むことを特
徴とする。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
　本発明のもう１つの実施形態は、配列番号１に示されている配列を有するオリゴヌクレ
オチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワ
ードプライマーと、配列番号２に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ
－ＴＴＶ－ｒ１の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライ
マーまたは配列番号３に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ
－ｒ２の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライマーとを
含むプライマーセットに関する。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
　本発明のもう１つの実施形態は、配列番号４に示されている配列を有するオリゴヌクレ
オチドＦＲＮＡ－ａの連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワード
プライマーまたは配列番号５に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－
ｂの連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配
列番号６に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－１、配列番号７に示
されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－２または配列番号８に示されてい
る配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－３の少なくとも１４個の連続的な５’末端
ヌクレオチドの区間に結合する少なくとも１つのリバースプライマーとを含むプライマー
セットに関する。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７８】
　本発明の更にもう１つの実施形態は、配列番号２に示されている配列を有するオリゴヌ
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クレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間、また
は配列番号５に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂの連続的な少
なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するプローブに関する。
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　したがって、この実施形態の第１形態は、サンプル中のブタトルクテノウイルス（ｓＴ
ＴＶ）の存在の検出のための診断試験キットであって、該キットは少なくとも、配列番号
１に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続的な少なくと
も１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号２に示されてい
る配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１の連続的な少なくとも１４ヌ
クレオチドの区間に結合するリバースプライマーまたは配列番号３に示されている配列を
有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ２の連続的な少なくとも１４ヌクレオチ
ドの区間に結合するリバースプライマーとを含むプライマーセット含むことを特徴とする
。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　この実施形態の好ましい形態においては、ｓＴＴＶの存在の検出のための診断試験キッ
トは、配列番号２に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ
１の連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するプローブを更に含む。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　また、もう１つの実施形態は、サンプル中の複製性ｓＴＴＶの存在の検出のための診断
試験キットに関するものであり、該キットは、配列番号４に示されている配列を有するオ
リゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａの連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合する
フォワードプライマーまたは配列番号５に示されている配列を有するオリゴヌクレオチド
ＦＲＮＡ－ｂの連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライ
マーと、配列番号６に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－１、配列
番号７に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－２または配列番号８に
示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡ－３の少なくとも１４個の連続的
な５’末端ヌクレオチドの区間に結合する少なくとも１つのリバースプライマーとを含む
プライマーセットを含むことを特徴とする。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
　この実施形態の好ましい形態においては、複製性ｓＴＴＶの存在の検出のための診断試
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験キットは、配列番号５に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂの
連続的な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合するプローブを更に含む。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８５】
　更にもう１つの実施形態は、サンプル中のｓＴＴＶ　ｓｓＤＮＡおよびｓＴＴＶウイル
ス複製の存在の同時検出のための診断試験キットに関するものであり、該キットは、配列
番号１に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続的な少な
くとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号３に示され
ている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ２の連続的な少なくとも１
４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライマーとを含むプライマーセット、および
配列番号４に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ａの連続的な少な
くとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号６、配列番
号７または配列番号８に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡの連続的
な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合する少なくとも１つのリバースプライマーと
を含むプライマーセットを含むことを特徴とする。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８６】
　更にもう１つの実施形態は、サンプル中のｓＴＴＶ　ｓｓＤＮＡおよびｓＴＴＶウイル
ス複製の存在の同時検出のための診断試験キットに関するものであり、該キットは、配列
番号１に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＤＮＡ－ＴＴＶの連続的な少な
くとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号２に示され
ている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＤＮＡ－ＴＴＶ－ｒ１の連続的な少なくとも１
４ヌクレオチドの区間に結合するリバースプライマーとを含むプライマーセット、および
配列番号５に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＦＲＮＡ－ｂの連続的な少な
くとも１４ヌクレオチドの区間に結合するフォワードプライマーと、配列番号６、配列番
号７または配列番号８に示されている配列を有するオリゴヌクレオチドＲＲＮＡの連続的
な少なくとも１４ヌクレオチドの区間に結合する少なくとも１つのリバースプライマーと
を含むプライマーセットを含むことを特徴とする。
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